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2月12日[日]

数
理
が
見
る
世
界

13:30～17:00
定員先着240名
後日オンラインは定員なし

申込受付期間：2022年12月12日（月）10:00～2023年2月5日（日）17:00
対象：どなたでも （高校生大歓迎）

丸ビルホール（JR東京駅 丸の内南口 徒歩1分）

［主催］国立大学法人 京都大学  
［共催］公益財団法人 稲盛財団 ［問い合わせ先］京都大学―稲盛財団合同京都賞シンポジウム事務局　Email:  KUIP@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp

会場での聴講をご希望の方は京都賞シンポジウム
Webサイトよりお申し込みください
当日の様子は録画を後日、
Webサイトにて公開いたします（申し込み不要）

高校生大歓迎！

※新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては、内容を変更しての開催や中止となる場合があります。※公共の交通機関をご利用ください。 

コホモロジー理論の
広がり

望月拓郎
Takuro Mochizuki

京都大学 数理解析研究所 教授

ミクロとマクロを
つなぐ数学

「離散幾何解析」

小谷元子
Motoko Kotani

東北大学 理事・副学長

福水健次
Kenji Fukumizu

情報・システム研究機構 統計数理研究所 教授
統計的機械学習研究センター長
総合研究大学院大学 複合科学研究科 教授

清水扇丈
Senjo Shimizu

京都大学大学院 人間・環境学研究科 教授
日本数学会 理事長

トポロジーが記述する
ビッグデータのかたち

平岡裕章
Yasuaki Hiraoka

京都大学 高等研究院 高等研究センター長
ヒト生物学高等研究拠点副拠点長
教授

参加無料
申込先着順第9回 京都大学─稲盛財団 合同

京都賞シンポジウム
講演&パネルディスカッション

パネルディスカッション

「数理はわたしたちの
生活と関係あるの？」
といった素朴な疑問から
数理を紐解き、5名の数学者と
その奥深い世界をのぞいて
みましょう。

来場者には
「円周率コースター」

プレゼント！



定員先着240名（後日オンラインは定員なし）

申込受付期間：
2022年12月12日（月）10:00～
2023年2月5日（日）17:00

会場での聴講をご希望の方は京都賞シンポジウム
Webサイトよりお申し込みください
当日の様子は録画を後日、Webサイトにて公開いたします（申し込み不要）

■ＪＲ東京駅（丸の内南口）徒歩１分
■東京メトロ丸の内線東京駅地下道経由 直結
■東京メトロ千代田線二重橋前駅 直結
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参加無料
来場プレゼント
あり！
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第9回 京都大学─稲盛財団 合同

京都賞シンポジウム

京都賞は、公益財団法人
稲盛財団創立者の稲盛和夫氏
の、人類の進歩・発展のために

貢献したいという強い思いから創設され
た、我が国が世界に誇る国際賞です。
京都大学では、京都賞の理念に共感し、
その素晴らしさが広く世界の人びとに知
られ、対象分野や受賞者への関心が高ま
ることを期待して、2014年から毎年京
都大学─稲盛財団合同京都賞シンポジウ
ムを開催しています。
一見難しく思える数学の面白さや数学の
日々の生活とのつながりを5名の講師と
一緒に考えてみませんか。

数理が
見る世界

─ 休 憩 ─ 15:10～15:25

タイムテーブル

13:30～13:40オープニング・セレモニー

トポロジーが記述するビッグデータのかたち

講演1 13:40～14:25

平岡裕章
Yasuaki Hiraoka

京都大学 高等研究院 高等研究センター長
ヒト生物学高等研究拠点副拠点長
教授

コホモロジー理論の広がり

講演2 14:25～15:10

望月拓郎
Takuro Mochizuki

京都大学 数理解析研究所 教授

ミクロとマクロをつなぐ数学「離散幾何解析」

講演3 15:25～16:10

小谷元子
Motoko Kotani

東北大学 理事・副学長

「数理はわたしたちの生活と関係あるの？」
といった素朴な疑問から数理を紐解き、下記の講師を加えた
5名の数学者と、その奥深い世界をのぞいてみましょう。

パネルディスカッション 16:10～17:00

福水健次
Kenji Fukumizu

情報・システム研究機構 統計数理研究所 教授
統計的機械学習研究センター長
総合研究大学院大学 複合科学研究科 教授

清水扇丈
Senjo Shimizu

京都大学大学院 人間・環境学研究科 教授
日本数学会 理事長
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